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低出力超音波パルスLIPUSを照射したヒト歯槽骨骨膜由来
スフェロイドに関する超微細構造学的研究

宮　城　直　美　他 5名

神奈川歯科大学大学院歯学研究科口腔科学講座神経組織発生学分野　
指導：高橋　理　

　近年 LIPUS を用いた歯周疾患の研究が報告されている。本研究ではヒト歯槽骨骨膜由来細胞のスフェロイド
への LIPUS 照射による影響について，組織学的検索と骨芽細胞マーカータンパクの免疫組織学的検索を行った。
その結果，LIPUS 照射は細胞の分化に促進的に働くことが示された。今後，スフェロイド内の細胞壊死の制御
や細胞分化がより効率的になる照射距離の検索，スフェロイド内に出現した索状構造の意義について，さらに研
究を進めていく必要がある。

ラット顎下神経節におけるVIP陽性及びNPY陽性ニューロンの局在について

小　口　岳　史　他 6名

神奈川歯科大学総合教育部　
神奈川歯科大学大学院口腔科学講座神経発生組織学分野　

神奈川歯科大学大学院口腔科学講座歯科形態学分野　
関東学院大学理工学部　

　本研究では顎下神経節についてVIP と NPYという２種類の神経ペプチドの免疫陽性ニューロンの局在性を検
索した。VIP およびNPY免疫陽性ニューロンはそれぞれ顎下神経節の長軸方向に局在性を示し，しかもVIP お
よびNPYに対して二重標識を示すニューロンは観察されなかった。さらにVIP 免疫陽性ニューロンは顎下腺の
門付近に局在した。以上より，顎下神経節におけるニューロンの機能的な局在性の存在が考えられる。

生前DNA登録が迅速で確実な身元確認に役立った一事例

伊　藤　多佳子　他 6名

神奈川歯科大学大学院歯学研究科　
災害医療歯科学講座法医歯科学分野　

　身元不明死体の DNAによる身元確認のさいに，本人の生前 DNA登録がされていない場合でも，遺族が
DNA登録をしていることで，比較すべきDNAのデータ化および鑑定に要する時間を短縮することができた。
また保管されていた DNAから必要に応じてmtDNAの分析も可能となることが証明されたことから，生前
DNA登録が本人だけでなく親族であっても有効であり，生前DNAの保管およびデータ化の重要性が示唆され
た。



Ⅱ級不正咬合患者への機能的矯正装置による早期治療がもたらす側貌への効果

野　田　美穂子　他 2名

神奈川歯科大学大学院歯学研究科口腔統合医療学講座歯科矯正学分野　
　本研究では，成長期に下顎の成長が不足している患者に対して下顎の成長を促す装置を使用した場合にどのよ
うな変化が見られるかを調査した。結果，成長期に前述した装置を使用することは，患者の下顎骨の成長を促
す。更にシルエットを比較した結果，横顔も良好となることが分かった。



　神奈川歯学第 51 巻第 2号をお届けいたします。今年度より編集担当の理事をさせていただいております神奈
川歯科大学大学院歯学研究科口腔科学講座（社会歯科学分野）の山本龍生と申します。どうぞよろしくお願いい
たします。
　編集委員長は吉野文彦先生に続投をお願いし，雑誌の充実を図っていただいております。また，編集委員会の
皆様，査読者の皆様におかれましても，引き続きご協力いただきますようお願いいたします。
　本号から新たな取り組みとして，講座紹介がスタートしました。トップバッターとして，口腔科学講座（歯科
形態学分野）の教授にご就任なさいました松尾雅斗先生にお願いいたしました。これから順次，その他の講座の
先生方にお願いすることとなります。ご協力のほど，よろしくお願いいたします。
　大学院歯学研究科では，時代の要請に合わせ，基礎と臨床を統合した研究を推進するために，これまでの 2専
攻（歯科基礎系専攻と歯科臨床系専攻）を 1専攻（歯学専攻）とし，平成 29 年度に向けた準備を行っています。
また，講座再編を進めるとともに分野横断型や講座横断型の研究も推進しています。
　本号の原著論文では身元確認と歯科矯正治療に関する報告，基礎研究に関する学位論文を掲載させていただき
ました。これらの研究は，基礎と臨床が融合したものに発展するシーズとなる非常に独創的な成果と思われます。
さらに発展させた研究成果を本誌へ投稿いただきますようよろしくお願いいたします。

（山本龍生記）　
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　学 会 告 知 板　

☆第 51 巻 1 号より，新しい投稿規定に準拠して投稿をお願いします。また，査読体制が強化されました。必要
な倫理審査がされていない論文は受け付けられませんので，ご注意ください。

☆住所変更について
住所を変更された会員は学会誌の発送などに支障をきたしますので，速やかに新住所および電話番号を下記
の学会事務局にご連絡下さい。なお，ご連絡の際は会員No. をお知らせ下さい。

　学会事務局連絡先
　☎　046-823-9415（直通電話・FAX共用）
　E-mail：gakkai@kdu.ac.jp
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